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                    委 員 山口 貴嗣・伊藤 英彦 

☆ 運 営 方 針 

美祢ロータリークラブにおける危機管理委員会は、クラブの信頼と安全を守るため、迅

速かつ的確に対応し、地域社会・会員・青少年すべての安心を最優先とします。 

 

戦 略 計 画 

①【天災（自然災害）】 

◆ 定  義：地震・台風・豪雨・雪害等による例会・行事の中止や安全への脅威 

◆ 想定事例：・例会当日に暴風警報が発令 ・奉仕活動中に地震が発生 ・会員又は 

その事業所・家族が被災  

◆ 対応方針：・前日もしくは当日朝に委員長・会長 ・幹事で協議し開催可否決

定 ・中止の場合は LINE・電話で一斉通知 ・会員安否確認を最優

先 ・必要時には「災害支援チーム」を設置  

◆ 再発防止策：・災害時マニュアルを整備し例会で年 1回共有 ・緊急連絡網を年

次更新 ・美祢市防災課・社協との連携体制を構築 

②【ハラスメント】  

◆ 定  義：会員間・来賓・青少年・関係者等への不適切な言動(セクハラ・パワハ

ラ・差別・SNSトラブル) 

◆ 想定事例：・例会中や懇親会での不適切な言動 ・SNS上での誹謗中傷 ・奉仕活

動中の指導における過剰な言動  

◆ 対応方針：・匿名も含めて相談受付体制を明示 ・委員長が初動対応し、必要に

応じて理事会・専門家(弁護士等)に報告 ・ヒアリングと記録、処

分、再教育の判断  

◆ 再発防止策：・ハラスメント防止規定の策定・周知 ・入会時および年 1回の研

修実施 ・匿名通報窓口の運用と安心して相談できる体制整備 

③【青少年（保護・安全管理）】  

◆ 定  義：青少年関連活動における事故・不祥事・心理的負担等  

◆ 想定事例：活動中の事故や事件への巻き込まれ  

◆ 対応方針：・事前に活動内容・リスクを説明 ・万が一の事故･問題には委員会主

導で速やかに対応、必要時は関係機関と連携 ・青少年本人のメンタル

ケアも含めた支援体制  

◆ 再発防止策：・活動前研修と安全教育の徹底 ・地区青少年委員会との連携強化 


